
平成２２年度活動報告

平成２２年４月　１日より

平成２３年３月３１日まで

Ⅰ新しき詩よ　出でよ

大手販売会社が集計した３月期の販売状況によると、全体でマイナス７.７％。その内訳として雑誌がマイナス５，１％書籍がマイナス１０．７％。プラスで推移したのはコミックの２．９％増のみムックはマイナス１０．７％となっている。書籍ジャンル別でも各部門マイナス１０％以上を記録している。唯一児童書が０．１％の微減。

余りにも甚大な被害を前に日本全国自粛ムードによる買い控えであろうか。散見するに３月期コミックのまとめ買い。児童書特に定番が動きが良いとの報告も受けている。繰り返す地震・津波映像はこども達には有り余るものだ。それを避け、精神の安定を親御さんたちが求めたためであろうか。その後に繰り返す余震はその意を後押ししたものだろう。

復興には多くの時間と労力を必要としている。中長期的な視点を持ちそれらがこの国にあたえる影響を確認しつつ支援を継続して行く義務が存在しているであろう。

青年部として、未だ義援金を送るにとどまっているが、我々の業界として出来ることを模索すべき時であろう。

　震災直後の隔日配送と翌週からの当日配送への復帰。用紙確保の一時的な混乱による集英社のコミックの一部発売延期。オレンジページの合併号販売等にも店頭での告知により大きな混乱もなく、読者のご理解もあり順調に推移した。いつの日か被災された地域の組合店が通常の営業を再開されることを心より祈念し、青年部として出来ることを考えて行きたい。何よりも商売再開を始め日常の生活を取り戻されん事を切に願っている。

　翻って、我々もここ数年に亘る前年比減の業界に、新たに加わった得体のしれないこの国の変化の兆しに対応し、生き残りをかけ貪欲に何もかも吸収すべき時だろう。

　かつて、携帯やＰＣの普及がその原因との分析がなされた。また電子書籍の台頭が与える影響力に怖れを懐く傾向がみられ、あるいは無関心を装う層が大半との指摘も垣間見られる。しかし、電子書籍と紙との共存は可能であり、起爆剤足り得る。今年度新年会総会懇親会等で祝辞を頂戴した多くの版元の方々からそのことを実証して頂けたことを念頭に活動の継続が望まれる。われわれ中小書店には電子書籍は範疇にないと突き返さず、われわれの懐に入れるべき時だ。ブッカーズ事業をはじめ、ためほんくんや電子サイネージなどその萌芽は到る処にみられる。また、デジタルの分野における進歩は速く、その操作はより簡便さを増して行く。安心せよ。少なくともシステムにおけるデジタル化に積極的に取り組み、新たな読者の楽しみに歩調を合わせよう。

　確かに書店とは「川上からくるものを受け、動き行くこの日常（業務）に合わせ、ただひたすら受身のきざはしにあるもの」なのかもしれない。「自立」を目的化すべきである。

われわれにとって「自立」が日常になった時この業界はどのような業態になっているのだろうか。

　新しき詩が生まれることを期待している。

Ⅱ　会員数の現況

　平成２３年３月３１日現在　　　　　１３５名

Ⅲ　会議等の開催の概要

　１総会

　第２０回通常総会

　開催日　　　　　　平成２２年６月８日

　開催場所　　　　　飯田橋　ホテルメトロポリタンエドモンド　春琴の間

　【審議及び議決の内容】

　第１号議案　平成２１年度事業報告承認の件　（原案通り可決）

　第２号議案　平成２１年度収支決算承認の件　（原案通り可決）

　第３号議案　平成２２年度事業計画決定の件　（原案通り可決）

　第４号議案　平成２２年度収支予算決定の件　（原案通り可決）

　２理事会

１０年度第１回理事会　　　１０年４月８日(木)　書店組合３階会議室出席５名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、雄文堂　矢澤達治、かつざわ書店　勝沢光
青年部員　ブックスページワン　片岡隆
議題
①　総会準備
②  ホームページ網推進について
③　ホームページ網全国展開方法提案について
④　石田徹也作品集予約活動について
⑤　電子媒体に対する青年部としての考え方
⑥　次年度レクリエーション企画要望募集（実施回数・規模等）

１０年度第２回理事会　　１０年５月１３日(木)　書店組合３階会議室出席１４名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、新橋書店　山辺真次、千歳書店　上地進二、雄文堂　矢澤達治、江戸川書房　秋葉良成、分梅書店　下向紅星、こみや書店　小宮仁、吉田書籍部　吉田圭一、小川書店　小川頼之
青年部員　信愛書店　原田福夫、ブックスページワン　片岡隆、サンブックス浜田山　安藤弘、四季書房　渋谷眞、
議題

１．総会準備

２．ブルーオーシャン状況について

３．ホームページ網進捗状況について

４．掘り出し選書第４回ローテーション報告 

５．次年度リクレーション企画要望募集

６．その他

７．次回理事会開催日程の確認

１０年度第３回理事会　１０年６月８日(火)　 ホテルメトロポリタンエドモンド１階ベルテンポ、出席　８名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、千歳書店　上地進二、雄文堂　矢澤達治、江戸川書房　秋葉良成、分梅書店　下向紅星、文星堂書店　磯田直樹、小川書店　小川頼之
青年部員　

議題

１．総会懇親会最終打ち合わせ。確認。
２．広報委員会報告
（１）東京都書店案内全国展開について、日書連、凸版印刷との打ち合わせ報告。
（２）次回理事会でのhon.jp塩崎様ご説明について報告。
３．企画委員会報告
４．青年部内今後の作業分担について（作業を執行部以外にも分担していただく為の方法を考える） 

５．次年度リクレーション企画要望募集

６．その他

７．次回理事会開催日程の確認

１０年度第４回理事会　　　１０年７月８日(木)　書店組合３階会議室出席１７名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、新橋書店　山辺真次、千歳書店　上地進二、雄文堂　矢澤達治、文星堂書店　磯田直樹、吉田書籍部　吉田圭一、小川書店　小川頼之
青年部員　新栄堂書店　柳内崇、信愛書店　原田福夫、羽田書店　安武祥吾、サンブックス浜田山　安藤弘、真光書店　八幡秀冶

ゲスト　日本出版インフラセンター　欲野英生様、メトロコンピュータサービス　吉村修平様、メトロコンピュータサービス　海老澤敬一様、
議題

１．今年度リクレーション企画募集

２．凸版印刷との情報交換会及び懇親会の報告

３．ホームページ網進捗状況について

４．hon.jp塩崎様ご来会。（16:30より）hon.jpの業務説明と今後の協力関係の模索 

５．その他

７．次回理事会開催日程の確認

１０年度第５回理事会　　　１０年８月１１日(水)　書店組合３階会議室出席８名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、新橋書店　山辺真次、千歳書店　上地進二、雄文堂　矢澤達治、江戸川書房　秋葉良成、分梅書店　下向紅星、小川書店　小川頼之
議題

１．バスハイク参加者募集について

２．第２０回総会の会計報告

３．書店ホームページ網進捗報告

４．掘り出し選書第５回ローテーションの報告

５．神保町ブックフェスティバル今年度参加方針について

６．その他

１０年度第６回理事会　　　１０年９月９日(木)　書店組合３階会議室出席１９名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、新橋書店　山辺真次、千歳書店　上地進二、雄文堂　矢澤達治、江戸川書房　秋葉良成、分梅書店　下向紅星、文星堂書店　磯田直樹、BookSupportかつざわ書店　勝沢光 ,小川書店　小川頼之
青年部員　ブックスページワン　片岡隆、島田書店　島田憲一、サンブックス浜田山　安藤弘、こみや書店　小宮仁、大谷書店　岩瀬且敏、南平松明堂　青木寛司,信愛書店　原田福夫、優文堂　鈴木康弘,ブックタウン秋葉幸伸

議題

１．バスハイク参加者募集について

２．神保町ブックフェスティバル利益捻出アイデア募集

３．書店ホームページ網進捗報告

４．河出書房新社新企画ご説明（常務取締役岡垣重男様）

５．その他

１０年度第７回理事会　　　１０年１０月１４日(木)　書店組合３階会議室出席９名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、新橋書店　山辺真次、千歳書店　上地進二、雄文堂　矢澤達治、江戸川書房　秋葉良成、文星堂書店　磯田直樹、吉田書籍部　吉田圭一、小川書店　小川頼之
青年部員　

議題

１．クック＆ライフ　カレンダー販売店募集について

２．掘り出し選書協力版元との書店懇親会について

３．バスハイク開催報告

４．神保町ブックフェスティバル　商品確保と担当分けについて 

５．ドリームブレイン問題について

６．総務省「新ＩＣＴ利活用サービス創出支援事業（三省デジ懇後継）公募について

７．CHIグループ電子図書館サービスの問題点と対抗策について

８．書店ホームページ網進捗報告

９．ルートサービス、お箸販売企画にについて

１０．プレジデント社コーチング関連本の商品企画

１０年度第７回理事会　　１０年１１月１１日(木)　書店組合３階会議室出席１３名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、新橋書店　山辺真次、千歳書店　上地進二、雄文堂　矢澤達治、分梅書店　下向紅星、江戸川書房　秋葉良成、文星堂書店　磯田直樹、吉田書籍部　吉田圭一、小川書店　小川頼之
青年部員　ブックスページワン　片岡隆、サンブックス浜田山　安藤弘、四季書房　渋谷　眞、信愛書店　原田福夫

議題

１．クック＆ライフ　カレンダー売れ行き報告

２．掘り出し選書第７回ローテーション報告

３．神保町ブックフェスティバル参加報告

４．新年会準備 

５．書店ホームページ網進捗報告

６．電子図書館に関する危惧表明を東京組合に提出。その結果報告と対策検討

７． ドリームブレインの問題について経過報告

８．「情報センター出版局　橋本様、田村様」ご来会

９．掘り出し選書参加版元からの意見募集

１０年度第９回理事会　　　１０年１２月９日(木)　書店組合３階会議室出席１３名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、新橋書店　山辺真次、千歳書店　上地進二、雄文堂　矢澤達治、分梅書店　下向紅星、江戸川書房　秋葉良成、文星堂書店　磯田直樹、小川書店　小川頼之
青年部員　

議題

１．新年会準備

２．書店ホームページ網進捗報告

３．電子図書館への危惧表明の件

（１）出版ニュース１２月上旬号に「電子図書館への危惧表明」全文掲載

（２）実際にどういった問題が発生するかについての意見交換

（３）日本図書館協会との対談について

（４）今後のアピール戦略について

４．ドリームブレインの問題についての経過報告 

５．その他

（１）総務省新ＩＣＴ利活用サービス創出支援事業（三省デジ懇）公募結果について

（２）文化庁「電子書籍の流通と利用の円滑化に関する検討会議」について

（３）「Google eBooks」について

（４）電子媒体に関する青年部としての方向性検討

１０年度第１０回理事会　　　１１年１月１４日(金)　書店組合３階会議室出席９名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、新橋書店　山辺真次、千歳書店　上地進二、雄文堂　矢澤達治、分梅書店　下向紅星、江戸川書房　秋葉良成、小川書店　小川頼之
青年部員　真光書店　八幡秀治

議題

１．新年会準備

２．書店ホームページ網進捗報告

３．電子図書館への危惧表明の件

（１）日本図書館協会との対談報告

（２）文化庁「電子書籍の流通と利用の促進に関する検討会議」傍聴報告

（３）小学館片寄取締役、医学書院金原社長、東大大学院大渕教授へのアイデア提案報告

（４）大阪堺市立図書館、鎌倉市立図書館での電子図書館運営開始報告

（５）今後のアピール戦略について

４．ドリームブレインの問題についての経過報告 

５．その他

（１）経済産業省「円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策」中の

　　「中小企業・雇用・地域活性化対策・地域商業の活性化・

　　　書籍等デジタル化推進事業」について

（２）電子媒体に関する青年部としての方向性検討

１０年度第１１回理事会　１１年２月　９日(水)　書店組合３階会議室出席７名

１１回理事会　赤城書店　牛房　小川書店　小川　三弥井書店　吉田　江戸川書房　秋葉　　雄文堂　矢澤　分梅書店　下向　新橋書店　山辺　

（１）電子図書館に関する危惧表明の件

・文化庁「電子書籍の流通と利用の促進に関する検討会議第４回」傍聴報告

・大阪堺市立図書館へコンテンツを提供している版元の調査報告

・今後のアピール戦略について

（２）書店ホームページ網進捗報告

・組合員への再アピール進捗報告

・広告連動企画

�コウハン「ママさんぽ」３巻

・アクセス数等報告

�平均、�検索回数、�小川書店店内在庫へのアクセス回数

　(３) 新年会報告

１０年度第１２回理事会　　　　１１年３月９日(水)　書店組合３階会議室出席５名

理事　赤城書店　牛房邦夫、三弥井書店　吉田敬弥、雄文堂　矢澤達治、分梅書店　下向紅星、

青年部員　片岡隆

議題
（１）総会準備
（２）掘り出し選書第７回ローテーション続報
（３）三田誠広様講演会について３月１６日開催
（４）５月のすだて開催について

Ⅳ　その他の主な活動

A） 秋の日帰りバスハイク

平成２２年９月２６日（日）　筏釣り　熱海市網代　湾内のいけすにて鯛・鯵を釣る。参加人数１４名。貸切サロンバス使用

Ｂ）神保町ブックフェスティバル

　　平成２２年１０月３０日３１日開催予定。３０日（土）は雨のため中止。３１日ののみ開催。

　　土日の開催だが、土曜日の人員確保が課題。

Ｃ）新年会　

　　平成２３年１月２８日　日比谷　松本楼

参加者　１０３名　含む来賓。祝辞をダイヤモンド社営業部長　井上　直様。乾杯　中央公　　　論新社　販売促進部長　池山浩和様。

☆　三田誠宏様講演会　電子図書館と著作権について

　　平成２３年３月１６日　書店会館３階　午後３時より

　　１１日（金）の大震災のため、交通手段の確保が不十分として中止。

　　参加予定者には首都圏各県組合員も含まれていた。

Ⅴ　委員会報告

１広報委員会
平成２２年度はホームページの改善など、情報化に関する活動を中心に活動を行ってきたが、年度途中の１０月頃に後述する電子図書館問題が発生し、それへの対処でホームページ改善に関する当初の計画の大半は進捗しないままとなってしまった。

ただ、元々あった書店紹介機能と在庫検索機能の便利さがユーザーに浸透しつつある為、ホームページアクセス数は順調に伸び、広告収入についても計画以上になった。以下にそれぞれについて報告する。

（１）理事会の開催案内および議事録の作成について

一部送信遅延してしまったが、全理事会報告を送信できた。

（２）ホームページの改善など情報化に関する活動について

①書店ホームページ網に参加していただく店をふやす

　本年度は新規に書店ホームページ網を活用した店は執行部が個人で勧誘した２店舗のみ。

②東京都書店案内を全日本書店案内へ

　東京都以外の店舗を増やすことはできなかった。

③店内在庫を表示できる書店を増やす

　TSUYAYAの店内在庫を参照する処理を追加したが、残念ながら店内在庫がわかる店で組合に加盟している店舗がなく、読者が在庫を検索できる店舗は実質的に１店舗も増えなかった。但し、書店内で客注品調達の参考にする為、組合非加盟店も含めた在庫情報を利用することは次のアドレスで可能。非常に便利なのでご活用をお勧めする。

（http://www.tokyo-shoten.or.jp/kumiaimap3_utf8.htm）

④書店案内の充実

　執行部と縁のある店舗１店舗の写真を追加したに留まっている。

⑤書店案内のメンテナンス

　親会議事録中の組織委員会の報告と、業界紙の情報から店舗の情報は随時更新している。毎月閉店の入力が多く、気が滅入る作業であった。また、今年度は青年部会員店舗の閉店が３店あり書店の現状を如実に物語っている。

⑥広報機能を充実

　今年度だけの特別なことであるが、東日本大震災の被災者に対して本を贈る親会の企画を青年部ホームページで広報した。

⑦改善資金の調達

　今期計画があまり達成できなかったにもかかわらず、広告依頼主全社が１年間継続してくれ、また新たな出稿依頼が２社あり、計画の２０万円を上回る２２万円の収入があった。また、東京都書店案内及び書店ホームページ網右側の個別広告部分について、初めて広告を募集したが、４件の広告依頼があり、今年度は８万円の収入になった。これらの収入のうち半分の１５万円を技術指導料としてお支払いできたので、今後も継続してプログラムの修正をお願いしてゆく。

なお、「ママさんぽ」シリーズについては広告連動販売企画として青年部有志２３店舗にて面陳列を行い、１巻から３巻の合計で６５０冊を販売した。また、このシリーズは今年度も引き続き４巻から６巻まで継続で広告の出稿依頼をいただいている。

（３）電子図書館問題について

　平成２２年１０月に大日本印刷株式会社・CHI グループ株式会社、凸版印刷・紀伊国屋書店、日本ユニシス等で「電子図書館の構築支援サービス」が続々と発表された。青年部ではこれについて「電子図書館の構築支援サービスについての危惧表明」を行い、意思を周知させるべく下記の活動を行った。

1 文化通信11/1号に「電子図書館に懸念　東京組合青年部」として記事を掲載していただく。

2 新聞之新聞11/5号「「電子図書館サービスに危惧」表明」として記事を掲載していただく。

3 新文化11/11号に「「壊滅的被害被る」電子図書館に危惧　東京都書店商業組合青年部」として記事を掲載していただく。

4 出版ニュース12月上旬号に全文を掲載していただいた。

5 12月14日、日本図書館協会との対談を行い、下記の認識を共有し、日本図書館協会が発行する「JLAメールマガジン」第５３５号（平成２３年１月５日発行）にて会員宛てにご通知いただいた。

・「出版文化のためには自治体の図書館と地元書店との共存が必要であり、共栄する方向で相互に協力すべきことが多くある」

6 青年部ホームページにアップ

また、経済産業省、総務省、文部科学省が合同で開催した「デジタルネットワーク社会における出版物の利活用の推進に関する懇談会」、通称「三省デジ懇」後継であり、図書館の在り方を検討する文化庁が主催する「電子書籍の流通と利用の円滑化に関する検討会議」を傍聴し、その構成員に対して図書館での出張電子書店構想を軸とする「図書館・書店・地域で造る、“よみ場”活性化案」の資料をお配りした上、医学書院　金原優社長、小学館　片寄聰取締役、東京大学大学院法学政治学研究科　大渕哲也教授　にそれについて直接ご説明させていただいた。

続く平成23年1月の青年部新年会においてこれを正式に発表させていただき、以下の様に周知した。

1 新文化1/31号？？

2 新聞之新聞2/15号「地域の「よみ場」活性化案を発表」

3 全国書店新聞2/15号「地域の「よみ場」活性化案を発表」

4 青年部ホームページにアップ

そして、文化庁の「電子書籍の流通と利用の円滑化に関する検討会議」では4月27日の第７回会議において以下の最終報告がなされることとなった。

1 電子書籍の大学・公立図書館内での無料配信に関しては「市場で入手困難なもの」に限定する。

2 国立国会図書館がスキャンしたデジタルデータを適切なしくみを造った上で民間に提供する。

特筆すべきは②の件で近い将来、国立国会図書館がスキャンしたデジタルデータをBooker’s等で販売することが可能になることを意味する。

また、残念ながら報告書に明文化するには至らなかったが、殆どの構成員の方は電子書籍の流通と利用にあたっては著作権、図書館、版元そして書店のあり方を根本的に考え直す必要があるということに対して理解され、青年部の提案はその考えを導く一助を担えたものと考えている。

２　企画委員会

○　掘り出し選書

平成２１年５月１日より開始した掘り出し選書の第4回ローテーション（平成22年2月1日～4月30日）では106冊。

4月末で一年を経過したので各版元の商品構成を若干入れ替えローテーションを再開した。第5回ローテーション（平成22年5月1日～7月31日）では175冊（対前年80%）、第6回ローテーション（平成22年8月1日～10月31日）では104冊（対前年94%）、

第7回ローテーション（平成22年11月1日～平成23年1月31日）では109冊（対前年149%）、5月～翌年1月の3回分のローテーションを比較すると前年404冊から388冊（対前年96%）となった。

この間第6回と第7回に閉店2店があったが1書店で2版元分を展開するなどして閉店分を補い４％の落ち込みに留めていると考える。

· 掘り出し歴史書懇話会選書

平成２１年１１月１日より、実験実施した歴史懇話会選書、版元は歴史書懇話会所属の東京堂書店、吉川弘文館、山川出版社、柏書房であるが平成22年11月末で期間終了したが、版元担当との連絡不備等があり、回収時期は2月末となった。その後、今後の展開については、現在検討中である。

· 神保町ブックフェスティバル

平成22年10月30日、31日の二日間での実施予定であったが、30日が台風の影響により中止されたが31日は実施された。

たった1日の実施ではあったが来場数はかなり多く、売り上げは140,400円で利益も

48,458円と上々の結果がでた。

今回は、各書店からの廃棄本及び閉店書店の在庫などで、良質なものも多数集まったのも良い結果がでた要因の一つであると考える。

· 筏釣りバスツアー

大人14名、子供2名参加

事故もなく、釣り、BBQの時間帯も晴天に恵まれ、参加者の大半に釣果が上がり非常に大満足のバスツアーが実施できた。

３　ＰＦ委員会

iPadや書籍端末等の発売により電子書籍元年とうたわれ、一般の方々にも電子書籍に対する認知度はあがってきた。そのような中で、電子書籍サイトBooker’sは書店店頭と連動して、平成２０年１０月に立ち上げ売上も順調に推移してきている。

２２年４、５月には会員獲得を目指したキャンペーンを行い、書店店頭にて５０万枚のBooker’sチラシを配布した。

５月には、ACCESS社が開発した「NetFront Magzain Viewer」の説明会を開催、業界関係者２５０名が参加した。

また、書店店頭を利用した、「リアルとデジタルの融合」を軸に、ダイヤモンド社の「もしドラ」、「東京カレンダーデジタル版」をデジタルサイネージを使用しての販売も試みた。

７月には、講談社開催の講演会にて、Booker’sの事業説明会を行い、その後野間副社長との会談を経て、Booker’sへの全面協力の要請をお願いした。

１０月には、神保町ブックフェッスティバルへ参加。

１２月には、Booker’s「本屋の本気書評委員会」より書評集を５万部発行。

また、２３年1月より放映されるNHK大河ドラマ「江〜姫達の戦国」を題材として、青山学院大学イベントラボとNHK出版との産学協同企画を始めた。

２３年２月より、ACCESSより日本エンタープライズへのBooker’s事業の譲渡が行われた。

このように、様々な活動を書店中心に行ってきた。デジタル元年と言われているが、まだ本当の意味でのデジタルコンテンツは開発されておらず、今後の課題として、出版社との協力体制を作りデジタルの分野でも書店に利益配分出来る仕組みを作らなければならない。

４渉外　中小企業団体中央会青年部協議会

Ⅰ　概　　況

平成22年度は、山辺会長をリーダーとする最初の年として、平成21年度に引き続き人と人との繋がりを大切にする「ベターコミュニケーション」の充実に、新たなテーマ広範囲の「連携」を加え事業活動を展開しました。

とりわけ昨年11月の青年部講演会では、林覚乗住職を講師に招き、「心ゆたかに生きる」と題して開催しましたところ、92人の参加を得て盛大に開催することができました。

また、６月開催の青年部講習会では、株式会社ＲＹＵＳ代表取締役天野龍司氏を講師に招き、「ホームページを営業マンに変える！～中小企業のＣＭＳ活用術～」と題して開催しました。

さらに、本年2月開催の新年講演会では、全国で人気のコミュニケーションＭＡＧＩＣセミナーの講師である広庭孝次氏を招き、「経営力・営業力ＵＰに、厳しい時代だからこそ活きるコミュニケーション術を学ぶ」と題して開催しました。講演後は、毎年恒例の財団法人アイメイト協会へのチャリティーパーティーを開催しました。アイメイト協会への募金はもちろんのこと、会員間のコミュニケーションの充実に寄与しました。

参加型の交流懇親会の場であるホームパーティーは８月に開催しました。「ブルーマングループ」の鑑賞を行い、多数のご参加をいただきました。ご家族で参加された方も多く好評を博しました。
また、恒例の国内研修会は茨城県守谷市で実施しました。今回はこれまでの国内研修会と趣向を変え、コーチングの講師を招き実践的な研修を行いました。参加者が各組合青年部においてその知識を役立てて頂くことを目的に開催し、交流懇親も図ることができました。

このように、平成22年度の協議会事業が滞りなく開催できましたことは、会員の皆様のご協力の賜であると重ねて深く感謝致しますと共に、平成23年度におきましても一層のご理解とご支援を宜しくお願い申し上げます。
[image: image1.emf]科目 金額 内訳 科目 金額 内訳

前年度繰越 -330,850 総会費 64,193

エドモンド

補助金収入 800,000

本部より

レクリエーション費 210,192

バスハイク/スダテ

ﾌﾞｯｸﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ売上 48,458

神保町

ホームページ技術料 140,000

はるめきウェブ

カレンダー収入 18,690

クックアンドライフ

会議費 51,644

自動販売機利用料

広告掲載料収入 280,000

ホームページ広告

渉外費 217,334

青年部協議会他

雑収入 54,320

新年会収入

旅費交通費 198,000

交通費補助

受取利息 16 事務用品費 2,250

領収書外

通信・印刷費 14,683

本部立替

FAX一斉同報ｻｰﾋﾞｽ費 60,880

ネクスウェイ

レンタルサーバー費 33,885

ラディックス

雑費 30,305

振込手数料他

本部特別負担金 36,335

21年度法人税負担金

広報委員会費 81,680

はるめきウェブ他

　小　　　　　　計 1,141,381

翌 年 度 繰 越 -270,747

　合　　　　　計 870,634 　合　　　　　計 870,634

上記の通り報告いたします。

平成23年5月9日 東京都書店商業組合　青年部

　　会　　計　　　秋葉良成 　　㊞

　　会　　長　　　牛房邦夫 　　㊞

会計監査

㊞

平成22年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書

（自平成22年4月1日～至平成23年3月31日）

収入の部 支出の部


平成２３年度活動計画

平成２３年　４月　１日から

平成２４年　３月３１日まで

Ⅰ　活動方針

　会員数の減少はいかんともしがたいが「数は力」との認識は堅持して行く。会員各位の創意工夫をもとに活動の原点としたい。組織の力が今こそ試される時。青年部ホームページを活用し御意見御提案を募って行きたい。

ほとんどの理事が若返り、活動の方向も新たなる場面へと舵を切った。次代へとつながる各種行事もより深化させて行く。

しかし、ブロック制のため、各支部への活動の浸透に温度差が生じてしまっている。新たなる人材の育成が急務となっている。。書店業界の未来を担う若手の一層の養成がこれを解決へと向かわせるものと信じ、常に門戸を開いておきたい。

Ⅱ　活動計画

(1) 通常総会の開催

第２１回通常総会を開催する。

平成２３年６月８日　（水）　ホテルメトロポリタンエドモンド　飯田橋

(2) 理事会・執行部会の開催

平成２３年度理事会を毎月一回行う。

(3) 新年会、各種講演会・勉強会等（親会合同を含む）の開催

(4) ブックフェスティバルはじめ書店側提案の各種増売企画の推進。

(5) ボウリング大会・スキー研修旅行・バスハイク等家族厚生企画懇親行事の開催

(6) ＴＳ流通協同組合との事業協力

(7) 東京都中小企業団体青年部協議会との積極的な交流

(8) ブッカーズへの加担・協力

(9) 青年部ホームページ上の新規企画の推進

(10) その他、書店に関わる事業

Ⅲ　委員会活動

(1) 運営委員会

通常総会１回　理事会を１２回開催する。
(2) 広報委員会

（１）理事会の開催案内および議事録の作成

（２）ホームページの改善など情報化に関する以下の活動を行う

・書店ホームページ網に参加していただく店をふやす

 書店ホームページ網に参加していただく店を積極的に募集し、現在ホームページをお持ちでない組合加盟店全店が積極的に活用する様にしてゆく。

・東京都書店案内を全日本書店案内へ

 他道府県の組合と協力してこのホームページに全国の書店データを入力し、東京都だけでなく全国の書店を案内できる様にする。これによりマウス操作で地図に表示される範囲を変えてゆくと全国の書店の情報が得られる様になる。また、最初に表示する位置を各道府県の県庁所在地にすることにより他道府県の組合のホームページ内で自組合の地図として利用できる様になるので、これを利用して他組合のホームページと連動できる様にする。

 本年度は昨年からの懸案であった神奈川県、及び千葉県、埼玉県との連動を目指す。また、努力目標として山梨県、群馬県、栃木県、茨城県との連動を模索してゆく。

・店内在庫を表示できる書店を増やす

 雑誌の在庫がわかる書店は現在１店舗だけである。あえて書籍の在庫を開示せずに雑誌だけを開示することも可能なので、これを積極的に増やしてゆく。

 現在東京都書店案内上に店内在庫を開示している書店数は都内で２２店舗になっている。組合非加盟の為に自らネット上で店内在庫を開示している書店でも東京都書店案内上では在庫開示できない書店がある。今年度はこれらの店に組合加盟を促してゆく。

・書店案内の充実

 一部休日未登録店や店頭写真、店主写真がない書店、未登録の書店が存在する。これらがなくなる様引き続き作業を行う。

・書店案内のメンテナンス

 書店の新規開店、閉店、営業時間・休日の変更等常時書店情報のメンテナンスを行う。

・広報機能を充実

 ホームページを利用して「掘り出し選書」、「読者謝恩図書カード」や「書店くじ」等の企画を積極的に宣伝し、店頭への来店客の増加につなげる。

・改善資金の調達

 版元やその他企業からの広告を引き続き募集し、上記施策を実現する為の費用を調達し、事業展開を模索する。

（３）電子書籍、特に電子図書館について地域書店と図書館が連携して地域の「よみ場」を活性化する為の活動を行う

　平成２３年２月に発表させていただいた「「図書館・書店・地域で造る、“よみ場”活性化案」」を広く啓蒙してゆくことにより、地域書店と図書館が一体となって地域の「文化的教養を」最大限に「高め得るような環境を醸成する」ことが可能であり、ひいては全国民の知の底上げが最大限に図れると考える。来期は業界内外の方とこの考え方を共有できる様にあらゆる媒体を使った広報活動、講演会を行なってゆく。また、この関係で提案書の作成や実証実験が発生した場合には当該団体を側面から支援してゆく。

(3) 企画委員会

· 掘り出し選書

平成23年5月1日に販元構成及び商品構成を見直し、また書店も新規参加店を交え、新たな掘り出し選書を実施予定である。

また、データ収集、掘り出し展開とセットでのフェア等新しい企画を盛り込んで更なる拡販を目指す。

· 流対協選書

新たなジャンルの選書として、出版流通協議会から企画案が提示されている。

現在、参加書店を募っている段階ではあるが、前回の歴史懇話会選書の様に実験実施

できるように進めて行きたい。

○　各種レクリエーション

　現在決定であるレクリエーションとしては平成22年5月22日のスダテ漁バスツアーを

　実施する。

· 神保町ブックフェスティバル

神保町ブックフェスティバル開催に協力し、書店組合として、より読者を増やし

愛読者に感謝の意を伝えられるように努力する。

（エ）ＰＦ委員会

1 店頭連動企画の積極的な展開。

2 店頭販促コーナーの設置管理。

3 従来の携帯からスマートフォンへの展開。

4 デジタルコンテンツの制作、販売の研究。
[image: image2.emf]科目 金額 内訳 科目 金額 内訳

前年度繰越 -270,747 総会費 100,000 ホテルエドモンド

補助金収入 800,000 本部より レクリエーション費 50,000

ﾌﾞｯｸﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ売上 50,000 神保町 新年会費 50,000

カレンダー売上 20,000 クックアンドライフ 会議費 20,000 自動販売機利用料

広告掲載料収入 200,000 ホームページ広告 渉外費 150,000 青年部協議会他

旅費交通費 100,000 交通費補助

事務用品費 5,000

通信・印刷費 15,000

FAX一斉同報ｻｰﾋﾞｽ費 60,000 ネクスウェイ

レンタルサーバー費 35,000 ラディックス

広報委員会費 50,000

ホームページ技術料 100,000 はるめきウェブ

雑費 25,000 振込手数料他

予備費 39,253

　合　　　　　計 799,253 　合　　　　　計 799,253

上記の通り報告いたします。

平成22年5月9日

平成23年度　東京都書店商業組合　青年部　予算案

（自平成23年4月1日～至平成24年3月31日）

収入の部 支出の部
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